
                                                                   

 

 

             

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ４ 号 令和３年６月２９日発行 

小樽市立朝里中学校 

小樽市新光３丁目 7番 1号 

 ℡ 0134－54－6321 

 ホームページ公開中 ｢関わり方を学ぶ場所｣～カカワルナって言わないで～ 

                    校長 森 万喜子 

 わが子が友達とケンカする。友達がうちの子に

嫌なことをする。幼い頃はよくある出来事。幼稚

園や保育園、小学校で、ケンカしながら成長す

る。しかし、中学校に入学して、またそんなトラ

ブルに遭遇すると、親としては困り、そしてつい

つい言ってしまうの。｢あの子と関わるんじゃな

いよ。｣と。  私も経験があります。 

 

 そう言われても、子どもにとっては、そんなの

は無理です。大人は簡単に言ってしまうけど。だ

って、大人は、苦手な相手がいても、同じ職場で

もなく、たまに学校行事や買い物に行ったスーパ

ーで遭遇するくらいだから、関わる機会は少な

い。だから、もし出会っても、簡単に挨拶するく

らいでやりすごすことができるのです。 

けれども、子どもたちは狭い学校という空間に

ほぼ毎日一緒に生活している。クラスが違っても

休み時間の廊下で、体育館で、保健室で、そして

学校行事で、毎日どこかで顔を合わせる。親に

｢関わるな｣と言われた子どもたちは、一生懸命言

いつけを守ろうとします。だって、またいざこざ

があったら｢だから関わるなって言ったでしょ

う！｣って親が怒るから。 

でも、関わらないなんて可能でしょうか？ 

 

学校の中では、同じ班になったり、委員会が一

緒だったり、部活動が同じだったりします。  

 関わらないようにするために、接触を避ける。

つまり、あいさつをしない。消しゴムを落として

も拾ってやらない。極力口をきかない。行動範囲

も重ならないように気をつかう。それでも、偶然

廊下ですれ違ったらつい眉をしかめたり、友達と 

目配せしちゃったりすることもある。 

 誰かを避けようとして生活するのは、不自由

で、居心地が悪くて、くたびれる。そして、そ

こに漂う、なんとも冷たい空気は、周りにも伝

染する。集団の中に、仲たがいしたり、反目し

あっている二人がいると、他の人だって、自分

は当事者ではないのだけど、なんだか居心地が

悪いのです。 

 そんな冷たい空気が、｢無視｣や｢聞こえよが

しの言葉｣になっていくのに時間はかからず、

｢いじめ｣に変化していくのです。新たなトラブ

ルを起こさないために、距離をおいたはずだっ

たのに、いつしかあなたは｢いじめをした人｣に

なってしまっている。 

 じゃあ、どうすればよかったのだろう。朝里

中の生徒、そして保護者の皆さんにも一緒に考

えて欲しいことです。 

 私は、気持ちのすれ違いやいさかいが起きた

ときには、当事者同士の対話なしで解決するこ

とは不可能だと思います。対話して、自分のこ

とを振り返り、悪い所は謝る。中学生のうち

に、問題解決する方法を学んでおいたほうがい

い。 

｢関わらない｣から｢どう関わるか｣に変えよう。 

 日本では、｢人に迷惑をかけないようにしな

さい。｣と言われることは多い。一方、他国で

は｢人間、生きていれば、誰かに迷惑をかけて

しまうもの。だから人を許しましょう｣という

言葉がある。 

 １０代の今は、｢関わらない｣ではなく｢人と

の関わり方を学ぶ時期｣なのです。この学びは

けっこう、一生効き目あります。未来を生きる

彼らのために｢関わるな｣は封印したいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

命に関わる熱中症・マスク頭痛を防ぐため登下校の際、周囲に人がい
ない状況ならマスクを外すことを推奨しています。ご理解ください。 

朝里中学校図書館の蔵書、保護者・地域の方へ貸出します。検索→https://private.calil.jp/gk-2003046-i3pgm/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 7月の行事予定 給 部 

１ 木 職員会議        ALT ○ × 

２ 金 ALT ○ ○ 

３ 土 中体連全道大会代表決定戦 －  

４ 日 中体連後志柔道・剣道大会 －  

５ 月 一斉専門委員会・学年委員会 ○ × 

６ 火 校内研修          放課後 ○ × 

７ 水 文化祭実効委員会・企画委員会放課後 ○ × 

８ 木 放課後 ○ × 

９ 金 避難訓練 ○ × 

10 土 小樽後志陸上選手権大会～11（日） －  

11 日  －  

12 月 3 年生代休（修学旅行） 

学校運営協議会 CS    SC放課後 

○ ○ 

13 火 放課後 ○ ○ 

14 水 情報モラル教室        放課後 ○ ○ 

15 木 大掃除 ○ ○ 

16 金 一斉下校 ○ × 

17 土 小樽子ども会議 －  

18 日 ３年生修学旅行① －  

19 月 ３年生修学旅行② ２年生宿泊研修①ALT ○ × 

20 火 ３年生修学旅行③ ２年生宿泊研修②ALT ○ × 

21 水 1 学期終業式・全校道徳    ALT × × 

22 木 海の日 夏季休業～8/22（日） － ○ 

23 金 北海道中学校水泳大会～25（日） － ○ 

24 土  － ○ 

25 日  － ○ 

26 月  － ○ 

27 火 北海道中学校陸上競技大会～28（水） 

北海道中学校ソフトテニス大会～29（木） 

－ ○ 

28 水  － ○ 

29 木  － ○ 

30 金 北海道中学校バレーボール大会～8/1（日） － ○ 

31 土  － ○ 

「2年ぶりの中体連 朝里中大健闘」 
  

6月 19日より、水泳を皮切りに中体連大会が始
まりました。昨年度は中止となり 2年ぶりの開催で
す。出場した生徒も先生方も全力を尽くし大健闘し
ました。また、本校はバドミントンの会場校として
運営も頑張りました。 
 生徒が躍動する姿や達成感の表情を見て、安堵し
ています。これからの教育活動に活かされると感じ
ています。 
 保護者の皆様にはお子さんの活躍をご覧頂けず、
残念な思いをさせました。お弁当の準備等ご協力あ
りがとうございます。 
 

【試合結果・表彰者】 
◆水泳 
男子 １００ｍ・５０ｍ 自由形 

1位  
    〔全道大会（7/23～7/25：帯広）出場〕 
◆バスケットボール 
男子 惜敗 
女子 惜敗 

◆バレーボール 
男子 優勝 
女子 優勝 

〔全道代表決定戦（7/3：古平中）出場〕 
◆卓球 
女子 団体：優勝 

2位  
3位  

〔全道代表決定戦（7/3：長橋中）出場〕 
男子 団体：惜敗 

◆バドミントン 
男子 団体：惜敗 

 女子 団体：3位 
◆ソフトテニス   
女子 団体：準優勝 

  ダブルス 3位  
〔全道大会（7/27～7/29：旭川市）出場〕 

◆陸上競技  
通信陸上（全道大会標準記録突破者） 
男子 110mH・１００ｍ  

200m  
４00mR  

中体連陸上 
男子 1年１００ｍ 1位  
   共通１００ｍ 1位  
          ２位  
   共通２００ｍ 1位  

共通 110mH 1位  
 女子 1年１００ｍ 1位  
    共通２００ｍ 3位  
    共通 100mH 1位  
    共通走幅跳  3位  
    共通 400mR    

2位  
    〔全道大会（7/27～7/28：帯広）出場〕 
◆体操 男子 個人 2位          
    〔全道大会（8/3～8/5：江別市）出場〕 
◆柔道 7月 4日（日）島牧村 
◆剣道 7月 4日（日）蘭越町 


